[学会開催報告]第4回日本アミロイドーシス研究会学術集会 by 山田 正仁


































「Central nervous system involvement in patients with 
ATTR amyloidosis」をテーマに，熊本大学の山下太郎先
生とポルトガルのCentro Hospitalar do PortoのLuís F. 
Maia先生に，ATTRアミロイドーシスにおける中枢神経
系の合併症についてご講演いただきました．
　かつては治療法のない不治の病であったアミロイドー
シスおよびアミロイド関連疾患について，抗アミロイド
効果を有する疾患修飾薬を臨床の現場で使用することが
可能となっています．シンポジウム1で「アミロイドー
シスの分子機構」をテーマとし，アミロイドーシスおよ
びアミロイド関連疾患の各病型における分子メカニズム
に関する最新の知見が報告されました．シンポジウム2
では「アイロイドゲネシスを標的とした治療法開発」の
主題で，アミロイドβ蛋白，トランスサイレチン，プリオ
ン蛋白といったアミロイドーシスやアミロイド関連疾患
について，アミロイドの分解や凝集阻害を標的とした治
療法開発の現状と今後の展望が報告されました．各シン
ポジウムでは参加者との活発な討論が行われました．
　教育講演では，アミロイドーシスやアミロイド関連疾
患について経験の浅い臨床医を対象に，これらの疾患の
理解を深めていただくことを目的として，「アミロイドー
シスを疑う，診断する」および「ALアミロイドーシスの
診断と治療」との演題名でわが国におけるアミロイドー
シスのスペシャリストの先生方に総論的なご講演をいた
だきました．
　一般演題と研究奨励賞には46演題を応募いただきまし
た (うち研究奨励賞は22演題)．日本アミロイドーシス研
究会学術集会での初めての取り組みといたしまして，一
般演題と研究奨励賞応募演題に関しては口演での発表は
全て取りやめ，ポスターによる発表のみとしました．ポ
スター発表では，演者による個別のプレゼンテーション
は行わないこととしましたが，「ALアミロイドーシス」，
「ATTRアミロイドーシス」，「AAアミロイドーシス」，「脳
アミロイドーシス」，「透析・その他のアミロイドーシス」
および「実験的アミロイドーシス」の各カテゴリーで2名
ずつのコメンテーターをお願いし，ポスタービューイン
グとポスターディスカッションの時間帯で，演者および
参加者とじっくり議論していただくこととしました．議
論が盛り上がるか心配しましたが，コメンテーターの先
生方のおかげでポスターの前では大変活発な議論が行わ
れ，演者や参加者より好意的なご意見をいただくことが
できました．また，幹事の投票を元に4演題を選出し，研
究奨励賞として表彰させていただきました．
　本学術集会の開催にあたっては，金沢大学十全医学会
のご後援，関係各位のご支援をいただきました．心より
感謝いたします．
